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【はじめに】TlBr結晶は，Tlの大きい原子番号（=81）に起因する高い線減弱計数を有しており，

高エネルギー光子の高効率での検出に適している．比較的大きいバンドギャップを有する間接遷

移型半導体であることから，室温で動作可能な半導体検出器としての開発が長年進められており，

近年では非常に良好な検出器特性が実現されている． 

 この検出器の実用化に向けた大きな課題の一つは，結晶育成における歩留まりの向上である．

現状では，検出器として良好な特性を有する結

晶部位の歩留まりは低く，どのような要因が検

出器特性を決定するのかは明らかではない．本

研究では，この要因の解明に向け，異なる結晶

部位の試料について，過渡吸収分光による調査

を行った． 

【実験】帯域溶融による純化後の結晶につい

て，経験的に，検出器特性の良好な部位と良好

ではない部位を試料とした．パルス電子線を用

いた過渡吸収分光について，ピコ秒およびナノ

秒領域での測定を行った． 

【結果と考察】図１および図２に，検出器特性

の良好な部位と良好ではない部位の試料のナ

ノ秒領域での時間分解過渡吸収スペクトルを

示す．両者ではほぼ明確な違いは観測されなか

った．1,150 nm付近にブロードなピークが観測

され，これは既報[1]との対比より正孔捕獲サイ

トへと帰属された．一方で，既報[1]で観測され

た電子捕獲サイトに帰属される吸収バンドは

観測されなかった．この結果は，これらの結晶

が電子輸送に優れることを示す． 

[1] Grigorjeva, et al., Nucl. Instrum. Methods Phys. 

Res. A 531 (2004) 197. 

 

図 1 検出器特性の良好な部位の試料のナノ

秒領域での時間分解過渡吸収スペクトル 

 

図 2 検出器特性の良好ではない部位の試料

のナノ秒領域での時間分解過渡吸収スペク

トル 
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